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匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



のリ みやま をみ なへ し 

ほど 近き 法の 御山 をた のみた る 女郎花 

かと 見 ゆるな り けれ (晶子) 

そのころ 比 歙の横 川に 某 僧都と い つ て 人格の 高い 

僧が あった。 八十 を 越えた 母と 五十く らいの 妹 を 持つ 

やまと 

ていた。 この 親子の 尼 君が 昔 かけた 願 果たしに 大和の 

初 瀬へ 参詣した。 僧都 は 親しくて よい 弟子と している 

あじ. P- リ 

阿 闍梨を 付き添わせて やった のであって、 仏像、 経卷 

の 供養 を 初 瀬で は 行なわせた。 そのほか にも 功徳の こ 

と を 多くして 帰る 途中の 奈良 坂と いう 山越え をした こ 



ちょうど 昨日 初 瀬へ 家族と い つ しょに 行った と 言い、 

おきな 

貧相な 番人の 翁 を 使い は 伴って 帰って来た。 

「おいでにな るので ございましたら がら つと してお リ 

ます 寝殿 をお 使いになる ほか は. j ざいません でしよう _ 

初 瀬ゃ奈 良へ おいでになる 方 はい つも そこへ お泊まり 

になります」 

と 翁 は 言った。 

やしき 

「それでけ つこう だ。 官有の 邸 だけれ ど ほかの 人 も 

いなくて 気楽だろう から」 

僧都 はこう 言って、 また 弟子 を 検分に 出した。 番人 

の 翁 はこうした 旅人 を 迎える のに 馴れて いて、 短時間 



な ことが 起こつ ている が」 

と 言って、 見る と、 

「狐の 業です よ。 ， J の 木の 下で ときどき 奇態な こと を 

して 見せます。 一昨年の 秋 もこ こに 住んで おります 人 

の 子供の 一 一歳になります の を 取って来て ここへ 捨てて 

ありまし たが、 私 ども は 馴れて いまして 格別 驚き もし 

ま せんじゃ つ た」 

「その子 供 は 死んで しまった のか」 

「いいえ、 生き返 リ ました。 狐 はそう した 人騒がせ は 

します が 無力な もので さあ」 

なんでもなく 思う らしい。 



「夜 ふけに 召し上が りました もののに おい を 嗅いで 出 

て 来たので しょう」 

「では そんな ものの 仕事 かもし れん。 まあと つくと 見 

る 力 レレ」 

おじ. 7 

僧都 は 弟子た ちに こう 命じた。 初めから 怖 気 を 見せ 

なかった 僧が そばへ 寄って 行った。 

お に こだま 

「幽鬼 か、 神 か、 狐 か、 木精 か、 高僧のお いでになる 

前で 正体 を 隠す こと はでき ない はず だ、 名 を 言つ て ご 

らん、 名 を」 

と 言って 着物の 端 を 手で 引く と、 その 者 は 顔 を 襟に 

引き入れて ますます 泣く。 



ら 病人ら しい 気味 悪さが 自然にで てく る ものです が、 

そんな こ と はな いので ノ J ざいます よ。 少しも 衰えた ふ 

うはなくて、 きれいで 清らかな のです よ。 そうした 人 

ですから 危篤に も 見えながら 生きられる のでしょう 

ね」 

尼 君 は 真心から 病人 を 愛して 泣く 泣く 言う ので あつ 

た。 

びぼう 

「はじめ 見た 時から 珍しい 美貌の 人だった ね。 どんな 

ふうで います」 

と 言い、 僧都 は 病室 をの ぞいた。 

くどく 

「実際 この 人 はす ぐれた 麗人 だね。 前生での 功徳の 報 



たので あつ たから、 現実の ことと もこれ を 思う ことが 

できず、 変わ リ なし にこの 幸福の 続いて いくか どうか 

を あやぶみながら もうれ しく 思 つ ている 尼 君で あ つ た。 

年 はいって いるが きれいで、 品が よく、 身のと りなし 

に も 気高 いとこ ろが あ つた。 こ， J は 浮 舟 の いた 宇治の 

山荘よ リは 水の 音 も 静かで 優しかった。 庭の 作 リも雅 

力 ん ぼく 

味が あって、 木の 姿が 皆よ く、 前の 植え込みの 灌木 や 

じょうず 

草 も 上手に 作られて あった。 

秋になる と 空の 色 も 人の 哀愁 を そそる ようになり、 

門前の 田 は 稲 を 刈る ころに なって、 田舎ら しい 催し 事 

をし、 若い 女 は 唄 を 高声に 歌って は うれしが つていた。 



間 もなか つ た 自分 は 風雅な ことの 端 も 知らないで 人と 

なった、 こんな 年の いった 人 たちさえ 音楽の 道 を 楽し 

うき ふね 

んで いるの を 見る おりおりに 浮 舟の 姫君 は あわれな 過 

去の 自身が 思い出される のであった。 そして 何の 信念 

も 持ちえなかった 自分で あつたと はかな まれて、 手 習 

ヽ こ、 

レ ( 

身 を 投げし 涙の 川の 早き 瀬に しがら みかけて たれ 

かと どめし 

こんな 歌 を 書いて いた。 よい ことの 拾い出せない 過 



なるまい、 そして 昔 を 忘れたい と 浮 舟の 姫君 は 思った _ 

尼 君が 内へ 引っ込んだ あとで、 中将 は 降り やまぬ 雨 

を ながめる ことに 退屈 を 覚え、 少将と いった 人の 声に 

聞き覚えが あ つ て そば へ 呼び寄せた。 

「昔の なじみの 人た ち は 今 も 皆 ここに おられる ので あ 

ろうかと、 思って みる 時が あっても、 こうした 御 訪問 

も 自然で き なくなって しまって いる 私 を、 薄情な よう 

にも 皆さん は 思 つ て おられる でしよう」 

こんな こと を 中将 は 言った。 親しく 中将に も 仕えて 

いた 女房であった から、 昔の 妻に ついての 思い出話 を 

した あとで、 



「私が さっき 廊の端 を 通った ころに、 風が ひどく 吹い 

ていて、 簾が 騒がしく 動く 紛れに、 その 合い 間から、 

普通の 女房と は 思われない 人の 後ろへ 引いた 髪が 見え 

たから、 尼 様た ちのお 住& にだれ が 来て おられる のか 

と 驚き ましたよ」 

と 中将が 言 いだした。 姫君が 立って 隣室へ お行きに 

なった 後ろ姿 を 見た ので あろうと 少将 は 思い、 まして 

細かに 見せたなら 多大に 心の 惹 かれる ことであろう、 

あの方に 比べれば 昔の 方 はずつ と 劣って おいでになつ 

たので あるが、 まだ 忘られぬ ように 恋しが つ ている 人 

である からと 少将 は 心に 思い、 ひとり 決めで はなやか 



少将 は 事実 を そのまま 告げようと はせ ずに、 

「そのうち おわかりになる でしよう」 

とだけ 言って いるのに 対して、 にわかに 質問 をし つ 

こくす るの も 恥ずかしく なり、 従者が、 

「雨 もやみ ました。 日が 暮れる でしよう から」 

と 促 す 声の ままに 中将 は 出かけよう とする の で 

あった。 縁側 を 少し 離れた 所に 咲いた 女郎花 を 手に 

折って 「何に ほふらん」 (女郎花 人の もの 言 ひさが にく 

き 世に) と 口ずさんで 立って いた。 

「人から 何とか 言われる の を さすがに 恐れて おいでに 

なる のです ね」 



と 使う 神経が 弛緩して しまう からね、 気の毒 だよ」 

こんな 話 をした。 

はせ まい 

「 ザ J の 春 初 瀬 へ詣 つて 不思議な縁 でお つれに なった 若 

いお 嬢さん だとい うこと です」 

禅師は 自身の 携わ つ た 事件で なく 知る はず もなか つ 

たから 細かに は 言わない。 

「かわいそうな 人な の だね、 どんな 家の人だろう。 世 

の 中が 悲しくな つたれば こそそう した 寺へ 来て 隠れて 

いたのだろう からね。 昔の 小説の 中の ことのよ うだ」 

と 中将 は 言った。 

翌日 山からの 帰途に もまた、 



「お 姿 を 少し 隙 見で 知りました 時から 落ち着いて おら 

れ なくなりました」 

と 取り次がせた。 浮 舟の 姫君 は 返辞 をして よい こと 

と 認めず 黙って いると、 尼 君が、 

まつち 

「待 乳の 山の (たれ を かも 待 乳の 山の 女郎花 秋と 契れ 

る人ぞ あるら し) と 見て おります」 

しゅうとめ 

と 言わせた。 それから 昔の 姑 と 婿 は 対談した の 

であるが、 

「気の毒な 様子で 暮らして おいでに なるとお 話しに な 

りました 方の こと をく わしく 承りた く 思います。 満足 

のでき ない 生活が 続く ものです から、 山寺へ でも は 



秋に 富んだ 人に、 それが 実行で きます かどう かと 私 は 

あぶなが つ ています」 

尼 君 は 親が つて 言う のであった。 姫君の 所へ 行って 

はまた、 

「あま リ 冷淡な 人 だと 思われ ますよ。 少しで も 返辞 を 

取り次がせて おあげな さいよ。 こんな わび 住まい をし 

ている 人た ちとい う もの は、 自尊心 は 陰へ 隠して 人情 

味の ある 交際 をす る ものな のです よ」 

などと 一一 一一 n うので あるが、 

「私 は 人と どんな ふうに もの を 言う ものな のか、 その 

方法 すら 知らない のです もの。 私 は 何の 点で も 人並み 



かこつな 

迷惑が つ て おられます」 

と 言って いるの を、 浮 舟 は 聞きながら、 こうした こ 

とから まだ 自分の 世の中に いる ことが 昔の 人々 に 知れ 

始める ことになら ないで あろうかと 苦しく 思って いた _ 

姫君の 気持ち も 知らずに、 昔の 姫君と 同じく この 婿 君 

を もな つかしが る ことの 多い 女房た ち は、 

「ただち よ つと 深い 意味で もな くお 立ち寄 リ になった 

方です から、 お 話 をな すっても よろしくない 方へ 進出 

しょうな どと は 大丈夫な さいません から、 御 結婚 問題 



など は 別にして、 好意の ある 程度のお 返辞 だけ はして 

おあげなさい まし」 

からだ I 

などと 言い、 身体 も 引き 動かす ばかりに 言う ので 

あった。 さすがに 年を取った 女た ち は 尼 君が 柄に もな 

く 若々 しく 歌ら しく もない 歌 をい い 気で 詠んで 中将の 

相手をし ている こと は 興 ざめ る ことと 思 つてい るので 

ある。 

ちゅうちょ 

なんという 不幸な 自分であろう、 捨てる のに 躊躇 

しなかった 命 さえ もま だ 残って いて、 この 先 どうな つ 

なんび と 

ていく のであろう、 全く 死んだ 者と して 何人から も 忘 

うき ふね 

れられ たいと 思い悩んで、 横にな つた ままの 姿で 浮 舟 



はいた。 中将 は 何 かほ かに も愁 わしい ことがある のか、 

たんそく しか ね 

ひどく 歎息 をして、 笛 を 鳴らしながら 「鹿の 鳴く 音に」 

(山里 は 秋 こそ ことに わびし けれ 鹿の 鳴く 音に 目 を さ 

ましつつ) などと 口ずさんで いる 様子 は 相当な 男と 見 

えた。 

「ここへ まいつ て は 昔の 思い出に 心 は 苦しみ ますし、 

また 新しく 私 を あわれんで くだす つてよ い 方 は その 心 

になって くださら ないし 『世のう き 目見えぬ 山路』 と 

も 思われません」 

と 恨めし そうに 言い、 帰ろうと した 時に、 尼 君が、 

「あたら 夜 を (あたら 夜の 月と 花と を 同じく は 心 知れ 



らん 人に 見せば や) お帰りになる のです か」 

と 言って、 御簾の 所へ 出て 来た。 

「もうた くさんで すよ。 山里 も 悲しい もの だとい うこ 

とがわ かりまし たから」 

などと 中将 は 言い、 新しい 姫君へ むやみに 接近した 

いふう を 見せる こと もしたくない、 ほのかに 少し 見た 

人の 印象の よかった ばかりに、 空虚で 退屈な 心の 補い 

に 恋をし 始めた にすぎない 相手が あまりに 冷淡に 思い 

上がった 態度 をと つ ている の は 場所柄に も ふさわしく 

ない ことで あると 不快に 思われる 心から、 帰ろうと す 

るので あつたが、 尼 君 は 笛の 音に 別れる ことす らも 惜 



しくて、 

深き 夜の 月 を 哀れと 見ぬ 人 や 山の fl 近き 宿に とま 

らぬ 

と 奥様 は 仰せられ ますと 取り次ぎで 言わせた の を 聞 

くと またとき めく もの を 覚えた。 

ね や 

山の端に 入る まで 月 をな がめ 見ん 閨の板 間 もしる 

しあり やと 



などと 中将が ほめる の を、 耳の 遠い 老尼は そばの 者 

に 聞き返して、 

「今の 若い者 はこん な ことが 好きで なさそう です よ。 

ラち さりよ 1 つ 

この 家に 幾 月 か 前から 来て おいでになる 姫君 も、 容貌 

はいいら しいが、 少しもこう したむ だな 遊び をな さら 

ず 引 つ 込ん でば かりお い でになります よ」 

と、 賢が つ て 言う の を 尼 夫人な ど は 片腹痛く 思った。 

大老 人の あずま 琴で 興味の しらけて しまった 席から 中 

将の 帰って 行く 時 も 山お ろしが 吹いて いた。 それに 混 

じ つ て 聞こえて くる 笛の 音が 美しく 思われて 人々 は 寝 

ないで 夜 を 明かした。 



と言う 消息が 尼 君 へあった。 これ を 見て 昔の 婿 君 を 

なつかしんで いる 尼 夫人 は 泣き やむ ことができぬ ふう 

に 涙 を 流した あとで 返事 を 書いた。 

笛の 音に 昔の こと も 忍ばれて 帰りし ほど も 袖ぞ濡 

れ にし 

不思議な ほど 普通の 若い 人と 違った 人の こと は 老人 

の 問わず語りから も 御 承知ので きた ことと 思 います _ 

と言うの である。 

しゅうとめ 

恋しく 思う 人の 字で なく、 見なれ た 昔の 姑 の 字 



ある ものです か。 同じ 仏様で も あのお 寺な どに こもつ 

ききめ 

てお 願いす る こと は 効験が あってよ い 結果 を 見た 例が 

たくさん あるので すよ」 

と 言って、 尼 君 は 姫君に 同行 を 勧める ので あつたが、 

めのと 

昔 母 や 乳母な どが これと同じ こと を 言つ て たびたびお 

詣リを させた が、 自分に は、 何の かい もなかった、 命 

さえ も 意 のま まに ならず、 言いよう もない 悲しい 身 

になって いるで はない か、 と 浮 舟 は 思う うちに もこの 

やまみち 

一 家の 知らぬ 人々 に 伴われて あの 山路 を 自分の 来た こ 

と は 恥ずかしい 事実で あつたと 身に 沁ん でさえ 思われ 

ごラじ ±> つ 

た。 強 晴らしく は 言わずに、 



御自身の 寂しい お 心持ちから でも 御 同情 はして くだ 

すって い いはず です が」 

と 姫君へ 取り次がせ たの を 伝えた あとで、 少将が、 

「尼 奥様が おいでにならない 時です から、 紛らして お 

返し をして おいてい ただく こと もで きません。 何とか 

お言い あそばさない では あまりに 人間離れ のした 方と 

思われる でしよう」 

こう 責める ために、 

うき ものと 思 ひも 知らで 過ぐ す 身 を 物 思 ふ 人と 人 

ま. りナり 



に 次々 に 思い出される 浮 舟 は、 自分 は 悲しい ことに 満 

たされた 生涯， 'であった とより 思われない。 父君 はお 

姿 も 見る ことができなかった。 そして 遠い 東の 国 を 母 

について あちらこちらと まわって 歩き、 たまさか にめ 

ぐリ 合う ことので きて、 うれしく も 頼もしく も 思った 

姉 君の 所で 意外な 障りに あい、 すぐに 別れて しまう こ 

とに なって、 結婚が でき、 その 人 を 信頼す る ことで よ 

うやく 過去の 不幸 も 慰められ ていく 時に 自分 は 過失 を 

してし まった ことに 思い至る と、 宮を 少しで もお 愛し 

する 心に なって いた ことが 恥ずかしくて ならない。 あ 

の 方の ために 自分 はこうした 漂泊の 身に なった、 ffi 



かかれと てし も」 (うば 玉の わが 黒髪 を撫 で ず や あり 

ひとりごと 

けん) 独 言 に 浮 舟 は 言つ ていた。 

そうじ 

夕方に 僧都が 寺から 来た。 南の 座敷が 掃除され 装飾 

まる 

されて、 そこ を 円い 頭が 幾つ も 立ち 動く の を 見る の も、 

今日の 姫君の 心に は 恐ろしかった。 僧都 は 母の 尼の 所 

へ 行き、 

\ J きげん 

「あれから 御機嫌 はどうでした か」 

などと 尋ねて いた。 

「東の 夫人 は 参 s,i に 出られた そうです ね。 あちらに い 

た 人 はま だお いでです か」 

「そうです よ。 昨夜 は 私の 所へ 来て 泊まり ましたよ。 



す 力」 

こう 僧都 は 言った。 

「私 はもう 生き ていまいと 思った 者です が、 不思議な 

きょう 

お救い を 受けまして 今日まで おります のが 悲しく 思わ 

れ ます。 一方で はいろ いろと 御 親切に お 世話 をして く 

ださいました 御 恩 は 私の ような あさはかな 者に も 深く 

身に 沁ん でかた じけ なく 思われて いるので) J ざ います 

から、 このままに していまして はま だ 生き 続ける こと 

がで きない 気の いたし ますの をお 助けく だすって 尼に 

してく ださい ませ。 ぜひそう していた だきとう ござい 

ます。 生きて いましても とうてい 普通の 身で はおられ 



はならずに y J の 世で よく 仏 勤めので きる 境遇 を 選んで、 

せめて 後世に だ け でも 安楽 を 得た いとい う 希望が 次第 

に 大きくな つてお りました が、 仏様から そのお 許し を 

得ます 日の 近づき ますた めか、 病身に なって しまい ま 

した。 どうぞ このお 願い を かなえて ください ませ」 

浮 舟の 姫君 はこう 泣きながら 頼む のであった。 不思 

議な ことで ある、 人に 優越した 容姿 を 得て いる 人が、 

どうして 世の中 を いとわしく 思うよう にな つたの だろ 

もののけ 

う、 しかしい つか 現われて きた 物怪 もこの 人 は 生きる 

の をい とわし がって いたと 語った。 理由の ない ことで 

は あるまい、 この 人 は あの ままお けば 今まで 生きて い 



僧都 は - J う 言 つ た。 尼 夫人が この 家に いる 時で あれ 

ば 必ずと め るに 違いない と 思う と、 遂行が 不可能 に な 

るの が 残念に 思われる 浮 舟の 君 は、 

「ただ 病気の ためにそう いたしました ようになり まし 

て は 効力が 少の うご ざいましょう。 私 はかなり 身体の 

調子が 悪い ので ございま すから、 重態に なりました あ 

とで は 形式 だけの ことのよ うになる のが 残念で ござい 

ますから、 無理な お願いで は ございま すが 今日に 授戒 

を させて いただきとう ございます」 

と 言って、 姫君 は 非常に 泣いた。 単純な 僧の 心に は 

これが たま らず 哀れ に 思われて、 



「髪 をお 切リ 申せ」 

ぴ ぼう 

と 言った。 道理で ある、 まれな 美貌の 人で あるから、 

俗の 姿で この 世に いて は 煩累と なること が 多い に 違い 

きちょう 

ない と阿闍 梨ら も 思った。 そうで はあって も、 几帳の 

」ニ れ ギ-ね な、 

垂帛の 縫 開けから 手で 外へ かき 出した 髪の あまりの み 

ごと さに しばらく 鋏の 手 を 動かす こと はでき なか つ た。 

座敷で この ことの ある ころ、 少将の 尼 は、 それ も師 

の 供 をして 下って 来た 兄の 阿闍 梨と 話す ために 自室に 

行って いた。 左 衛門も 一行の 中に 知人が あつたた め、 

その 僧の もてなしに 心 を 配って いた。 こうした 家で は 

ちそ 1 つ 

それぞれの 懇意な 相手が できて いて、 馳走 を ふるまつ 



こと を 決行して おしまいに なりまして、 これから を ど 

う あそばす つもりで ございましよう。 老い 衰えた 者で 

も 出家 をして しまい ますと、 人生への つながりが これ 

で 断然 切れた ことが 認識され まして 悲しい もので ござ 

レ ま T9 よ」 

なお も 惜しんで 言う ので あつたが、 

「私の 心 はこれ で 安静が 得られて うれしい のです よ。 

人生と 隔た つ て しまったの はいい こと だと 思います」 

こう 浮 舟 は 答えて いて、 はじめて 胸の 開けた 気 もし 

た。 

翌朝になる とさす がに だれに も 同意 を 求めずに した 



恢復に なった ため、 いよいよ この 僧都に 尊敬が 集まつ 

ちゅうぐう おぼしめ 

た。 病後が まだ 不安で あると いう 中宮の 思 召しが 

あって、 修法 をお 延ばさせ になった ので、 予定 どおり 

に 退出す る ことができずに 僧都 はま だ 御所に 侍して い 

た。 

雨な どの 降つ てし め やかな 夜に 僧都 は 夜 居の 役 を 

承った。 御 病中の 奉仕に 疲れの 出た 人な ど は 皆 部屋へ 

下がって 休息な どして いて、 お居 間の 中に 侍した 女房 

の 数の 少ない おり、 中宮 は 姫宮と 同じ 帳 台に おいでに 

なって、 僧都へ、 

「昔から ずっと あなたに B 頼 を 続けて いました が、 そ 



念 深い ものであった こと、 いろいろと ちがった 人の 名 

を 言つ て 出たり する のが 恐ろしい という こと、 など を 

申して いた 話の ついでに、 

「怪しい 経験 を 私 はいたし ました。 今年の 三月に 年 を 

とりました 母が 願の ことで 初 瀬へ まい つたので ござい 

ましたが、 帰 リ途に 宇治の 院と 申す 所で 一 行 は 宿泊い 

たした ので ございます。 そういた しました ような 人の 

住まぬ 大きい 建物に は 必ず 悪霊 などが 来たりし ており 

まして、 病気に なって おりました 母の ために も 悪い 結 

果を もたらすまい かと 心配 をいた してお ります と、 は 

たして こんな- ,1 とが あ つたので) ，- ざいます」 



ものであると お悟りに なった の も、 まして 道理に 思わ 

れる あなたです からね」 

この 僧都の 言葉 も 浮 舟 は 恥ずかしく 聞いた。 宇治で 

発見され た 時からの こと を 思えば それに 違いない から 

である。 

「法服 を 新しくなさい」 

あ， 0, 

僧都 はこう 言って、 御所からの 賜わり 物の 綾と かう 

す ものと か を 贈った。 

「私の 生きて います 間 は、 あなたに 十分 尽くします。 

何も 心配す る ことはありません。 無常の 世に 生まれて 

人間の 言う 栄華に まとわれ ていて は、 これ を 自身の た 



めに も 人の ために も 快く 捨てる ことができなくなる も 

のです。 この 寂しい 林の 中に お勤めの 生活 をして いて 

は、 何に 恨めし さの 起こる ことがあります か、 何 を 恥 

ず かしく 思う こと をし ます か、 人間の 命の ある 間 は 木 

の 葉の 薄 さほどの ものです よ」 

しょうもん あかつきに いたりて つき はいく わいす 

こう 説き聞かせて、 「松 門 暁 到 月 徘徊」 

はくじ やう ひね もす かぜせ うし つ 

( 柏 城 尽日 風蕭瑟 ) と 僧で あるが 文学的の 素養の 豊か 

な 人 は 添えて 聞かせても くれた。 唐の 詩で 陵 園 を 守る 

後宮 人 を 歌った ものである。 かねて 願って いたよう な 

よい 師 であると 思って 姫君 は 感激して いた。 

ある 日 風が ひね もす 吹き やまず、 寂しい 音が 立 つ て 



の 宿が 借りた くなる 所です」 

こう 言つ て 中将 は 庭 を ながめて いた。 感じ やすい 涙 

を 持った 尼 君 はもう 泣いて いた。 

ふもと かげ 

木が らしの 吹きに し 山の 麓 に は 立ち 隠るべき 蔭 

だに ぞ なき 

と 一一 一一 n うと、 

こず ゑ 

待つ 人 も あら じと 思 ふ 山里の 梢 を 見つ つな ほぞ 

過ぎう き 



と 書いて 来た 返し を 見て、 実感で あろうと 哀れに 思 

うのであった。 尼 姫君な どで なく、 宝と も 花と も 見て 

大事に したかった 人で あるのに と 真心から 尼 君 は 悲し 

がって 泣いた。 

寝室の 縁に 近い 紅梅の 色の 香 も 昔の 花に 変わらぬ 木 

を、 ことさら 姫君が 愛して いるの は 「春 や 昔の」 (春な 

ら ぬわが 身 一 つ はもとの 身に して) と 忍ばれる ことが 

ご や ごんぎょう あ か 

あるから であろう。 御 仏に 後 夜の 勤行の 閼 伽の 花 を 

供える 時、 下級の 尼の 年若な の を 呼んで、 この 紅梅の 

枝 を 折らせる と、 恨み を 言うよう に 花が こぼれ、 香 も 

この 時に 強く 立った。 



浮 舟の 姫君 は 自身の 親と 同じ 名の 呼ばれて いる こと 

に わけもなく 耳が とまるので あつたが、 また 客が、 

ニ^へ 出て まいっても すぐに 伺えませんでした。 地方 

官 として こちらで する 仕事が たくさんで めんどうな こ 

きのう 

とも 中には あるので す。 それに 昨日 こそ は 伺おうと 

思って いたので すが、 それ も 右 大将さん の 宇治へ おい 

でに なった お供に 行って しまい ましてね。 以前の 八の 

宫の 住んで おいでになった 所に 終日お いでに なった の 

です よ。 宫の 姫君の 所へ 通って おられた のです が、 最 

初の 方 は 前にお 亡くしに なって、 そのお 妹さん を また 

そこ へ 隠す ように CE ませて 通つ ておいで になった ので 



すが、 去年の 春 またお 亡くなり になった のです。 一周 

忌の 仏事 をされ る ことにな つてい まして、 宇治の 寺の 

さしず 

律師 をお 呼び寄せ になって、 その 日の 指図 をして おい 

でに なり ましてね。 私 も その 方に 供える 女の 装束 一 そ 

ろい の 調製 を 命ぜられ ましたが、 あなたの 手で こしら 

えてく ださらないで しょうか。 織らす もの は 急いで 織 

リ屋へ 命じる ことにし ますから」 

こう 言う の を 姫君が 聞いて いて 身に しまぬ わけ もな 

い、 人に 不審 を 起こさせ まいと 奥の ほうに 向いて いた _ 

尼 君が、 

ひじり みや 

「あの 聖 の 宮様の 姫君 は 二人と 聞いて いました がね、 



たちぬい 

裁縫 をして いた 女房の 一 人が、 

「これ はいかが でございます か。 あなた 様 はきれ いに 

端が ぉ蹉れ になり ますから」 

， J う ち * き ひとえ 

と 言って 小 桂に つける 単衣の 生地 を 持って来た 時、 

悲しい ような 気になった 姫君 は、 気分が 悪い からと 

言って 手に も 触れずに 横にな つてし まった。 尼 君 は 急 

ぎの 仕事 も 打ち やって、 どんな ふうに 身体が 悪くな つ 

たの かと 心配して そばへ 寄って 来た。 紅い 単衣の 生地 

の 上に、 桜色の 厚 織物 を 仮に 重ねて 見せ、 

「姫君に はこん なの をお 着せした いのに、 情けない 墨 

染めの 姿に おなりに なって」 



がい らっしゃ るので すか。 私の ように 死なせて しまつ 

た 娘 さえ も、 どんな 所へ 行って いるの だろう、 どの 世 

界 という だけで も 聞きたい とば かし 思われる のです か 

らね、 御両親 は 行く えの わから なくなった あなた を ど 

ん なに 恋しく 思って おいでになる かしれ ません ね」 

「あの 時まで 両親の 一 人 だけ はおりました。 あれから 

のち 死んで しまった かもしれ ません」 

J う 言う うちに 涙の 落ちて くるの を 紛らして、 浮 舟 

は、 

「思い出しまして はかえ つ て 苦しく ばかりなる もので 

すから、 お 話が できなかった ので ございま すよ。 少し 



けれど、 確かに それと きめても 言えない ことで も あ つ 

たから、 気が ひけて 言う ことができなかった。 あなた 

は 僧都に いろいろ 質問 もして 聞いて いたの だから、 恥 

に 感じさせる ような こと は 言わずに、 こんな ことが 

あつたと ほかの 話の ついでに 僧都の 言った こと を 話し 

てあげな さいね」 

とお 言いに なった。 

「宫様 でさえ お 言 いに くく 思 召す - J と を 他人 の 私が そ 

れを お話し 申し上げ ますこと は」 

小 宰相 はこう 申す ので あ つ たが、 

「それ はまた それでい いのよ。 私に はまた 気の毒で 言 



かった。 かえって 他へ は 真実の ことが 洩れて いるので 

あろう、 当事者 どうしで 秘密に しょうと 努める こと も 

知れて しまわない 世の中で はない ので あるから と 思い 

続け、 小 宰相に も 自殺す る 目的の あった 人だった と は 

言いだ す ことに まだ 口重い 気がして 薰 はならない。 

「まだ 今日 さえ 不審の 晴れない 人の ことに 似た 話です 

ね。 それで、 その 人 はま だ 生きて います か」 

と 一一 一一 n うと、 

「あの 僧都が 山から 出ました 日に 尼に なすった そうで 

す。 重く わずらつ ています 間に も、 人が 皆 惜しんで 尼 

に はさせ なかった ので ありまし たが、 その 人 自身が ぜ 
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